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令和3年 第6回川西市議会（12月定例会 11月25日［木］～12月24日［金］まで）が開催されました。

他の議案

　こんにちは。 川西市議会議員の松隈紀文

（まつくま のりふみ）です。

　令和3年第6回市議会（12月定例会 会期11月25日

（木）～12月24日（金）30日間）が行われました。

　本会議では、川西市LGWAN無線ネットワーク

機器の買入（本庁舎内における職員用ネットワーク

のWi-Fi化）について、川西市知明湖キャンプ場の

指定管理者の指定（一般財団法人一庫ダム湖

周辺環境整備センター）について、川西市社会福祉

施設の指定管理者の指定（社会福祉法人川西市

社会福祉協議会）について、川西市事務分掌

条例の一部を改正する条例の制定（新たに資産

マネジメント部を新設、健康増進部を健康医療部

へ変更など）について、川西市中学校給食セン

ター設置条例の制定（令和4年2学期より中学校

給食の提供開始予定）について、川西市病院

事業の使用に関する条例の一部を改正（普通分

べん介助の料金引き下げ）する条例の制定に

ついてなどを審議しました。

　今後も川西市の未来のためにしっかりと

議論してまいります。

● 川西市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の
制定について

● 川西市低炭素型複合施設整備に伴うPFI事業に係る事業契約の
変更について

● 市道1449号橋梁補修工事請負契約の変更について
令和3年度川西市一般会計補正予算（第8回、第9回、第10回）
● 18歳以下の児童一人につき5万円+5万円の給付金
● 新型コロナワクチン3回目接種の実施

● 小中学校への非接触型検温器の設置
● 電子図書館の拡充
● 障がい児支援業務の移管に伴うシステム移設
● 健診結果の利活用に向けた情報連携システムの整備
● 産後ケア事業委託料の追加
● 災害情報システムの導入
● 川西しごと・サポートセンター受付案内システム導入　etc .

● 北朝鮮人権侵害問題啓発週間・北朝鮮人権侵害、拉致問題について
● 市立幼稚園の今後について
● 母子健康手帳（母子手帳）ついて
● 保健センターのこれからの役割と課題や今後について
● 学校園の安全管理について
● 市民に寄り添う医療を確保することについて

● 地域共創のまちづくりを推進することについて
● コロナ禍の子どもの状況を踏まえた本市の相談事業の全容について
● 予防接種事業について
● ケアラー（介護者）支援について
● 児童生徒に快適な飲料水を提供することについて
● 気候危機打開に向けて本格的に取り組むことについて
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● 川西市消防団平野部団員

● 川西市子ども会連絡協議会副会長

● 大阪工業大学学園校友会川西支部副幹事長

● 土地家屋調査士松隈合同事務所代表

● 川西市議会議員（平成30年初当選）

● 昭和46年4月20日 川西市南花屋敷生まれ
● 加茂幼稚園卒
● 清和台南小学校卒
● 清和台中学校卒
● 猪名川高等学校卒
● 大阪工業大学（常翔学園）土木工学科卒

学  歴

● 川西青年会議所専務理事
● 川西市社会福祉協議会評議委員
● 川西市消防団平野部団長
● 川西中央ライオンズクラブ第39代会長
● 川西市個人情報保護審議会委員
● 人権擁護委員
● 川西市要保護児童対策協議会委員

経  歴
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電話・FAX・メール等でご連絡ください。

現在の主な役職

討議資料

議員定数削減への取り組みについて
　川西市は現在、全事業の再検証を
行うなど、財政の健全化に向けた取り組み

が進められております。川西市議会と

しても身を切る改革を実行し、本市財政の

健全化に寄与する必要があります。近隣

市となる伊丹市や宝塚市と、人口割合や

市民1人当たりの議員報酬負担額を比較

すると、川西市議会は議員数が多い現状

となっていることから適正化を図る必要

があると判断し、私も所属する川西まほ

ろば会（5名）をはじめ、公明党（5名）、明日

のかわにし（4名）の3会派は、12月議会に

おいて議員定数を26名から2名削減し、

24名とする旨の「川西市議会基本条例

の一部を改正する条例の制定について」

の議案を提出しましたところ、賛成多数

により可決されました。なお、2名削減に

よる年間効果額は約2,500万円、1期4年

で1億円の削減となり、財政健全化に

限らず市民サービス向上に有効な財源

となることが期待されます。

カーボンニュートラルを目指した
地域内移動の可能性について
　国は2050年までに温室効果ガスの
排出を全体としてゼロにする、カーボン

ニュートラルを目指す事を宣言しま

した。K I BUN  J OURNALは、これまで

基本、まつくま紀文自身が徒歩により

ポスティングをさせていただいておりま

したが、お届けに時間が掛かるなどの

課題を感じておりました。

　この課題解決の１つとして今回、電動

3輪自動車（ミニカー登録のため現在の

道路交通法上では、大型・普通

自動二輪車ならびに原動

機付自転車に課せられて

おります乗車用ヘルメット

の着用義務はありません）を

導入しました。3輪なので

転倒の恐れが無く、アクセル

とブレーキの踏み間違えも

無いことから、高齢者にも

やさしく、電動なので、地球

にもやさしい。ちょっとした買い物や

ご近所さんへのお出かけなど地域内での

移動に便利な移動手段になる可能性を

感じました。まつくま紀文は、今回より

電動3輪自動車を利用しKIBUN JOURNAL

のポスティングをするという個人的な

実証実験を行なわせていただきます。

これまでと同様、お気軽にお声掛け

ください。

　これからも「住みつづけたいまち、

かわにし」となるよう、市議のひとり

として行動してまいります。
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